
(57)【要約】

【課題】　簡易な構成でありながら、弁体に不適切な傾

きが生じることを防止することができる弁機構を備えた

流動体貯留容器を提供することを目的とする。

【解決手段】　弁機構３は、弁座部材３１と、弁体３２

１と案内軸３２２と支持軸３２３とを有する弁部材３２

と、副弁体３３１と連結部３３２とを有する副弁部材３

３とを備える。このような弁機構３は、流動体貯留部１

１を押圧することにより、弁体３２１および副弁体３３

１がともに上昇する。そして、弁体３２１が開放位置に

移動するとともに副弁体３３１が離隔位置に移動する。

この状態で、流動体貯留部１１への押圧を解除すること

により、弁体３２１および副弁体３３１がともに下降す

る。そして、副弁体３３１が当接位置に移動した後、弁

体３２１が閉止位置に移動するように構成される。

【選択図】　　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 弾 性 復 元 力 を 有 す る 材 料 か ら 構 成 さ れ 、 そ の 内 部 に 流 動 体 を 貯 留 す る た め の 流 動 体 貯 留
部 と 、 前 記 流 動 体 貯 留 部 の 一 旦 に 形 成 さ れ た 流 動 体 吐 出 用 の 開 口 部 と を 有 す る 容 器 本 体 と
、 前 記 開 口 部 に 装 着 可 能 な 弁 機 構 と を 備 え 、 前 記 流 動 体 貯 留 部 内 部 の 圧 力 が 外 部 の 圧 力 よ
り も 上 昇 し た 場 合 に は 、 前 記 弁 機 構 が 前 記 開 口 部 を 開 放 し 、 前 記 流 動 体 貯 留 部 内 部 の 圧 力
が 外 部 の 圧 力 よ り も 低 下 し た 場 合 に は 、 前 記 弁 機 構 が 前 記 開 口 部 を 閉 止 す る 流 動 体 貯 留 容
器 に お い て 、
　 前 記 弁 機 構 は 、
　 そ の 底 部 に 形 成 さ れ る 開 口 部 と 、 案 内 部 と を 有 す る 弁 座 部 材 と 、
　 前 記 開 口 部 と 対 応 す る 形 状 を 有 し 、 前 記 弁 座 部 材 に お け る 開 口 部 を 閉 止 す る 閉 止 位 置 と
前 記 開 口 部 を 開 放 す る 開 放 位 置 と の 間 で 移 動 可 能 な 弁 体 と 、 前 記 弁 体 か ら 立 設 さ れ 、 前 記
弁 座 部 材 の 案 内 部 に 摺 動 可 能 に 連 結 さ れ る 案 内 軸 と を 有 す る 弁 部 材 と 、
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 流 動 体 貯 留 容 器 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 流 動 体 貯 留 容 器 に お い て 、
　 前 記 弁 座 部 材 に お け る 案 内 部 の 上 端 部 に 下 方 上 端 係 止 部 が 形 成 さ れ る と と も に 、 そ の 下
端 部 に 下 方 下 端 係 止 部 が 形 成 さ れ 、
　 前 記 弁 部 材 に お け る 案 内 軸 に 前 記 下 方 上 端 係 止 部 と 係 合 す る 下 方 上 端 係 合 部 が 形 成 さ れ
る と と も に 、 前 記 下 方 下 端 係 止 部 と 係 合 す る 下 方 下 端 係 合 部 が 形 成 さ れ 、
　 前 記 弁 座 部 材 お よ び 前 記 弁 部 材 は 、 前 記 下 方 上 端 係 止 部 と 前 記 下 方 上 端 係 合 部 と が 係 合
す る 下 方 上 端 係 合 位 置 と 、 前 記 下 方 下 端 係 止 部 と 前 記 下 方 下 端 係 合 部 と が 係 合 す る 下 方 下
端 係 合 位 置 と の 間 を 互 い に 摺 動 可 能 に 連 結 さ れ る 流 動 体 貯 留 容 器 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 流 動 体 貯 留 容 器 に お い て 、
　 前 記 弁 機 構 に お け る 弁 部 材 は 、 前 記 弁 体 か ら 前 記 案 内 軸 と 逆 方 向 に 立 設 さ れ る 支 持 軸 を
さ ら に 有 し 、
　 前 記 弁 機 構 に お け る 弁 座 部 材 の 上 部 に は 、 略 筒 形 状 の 内 壁 が 形 成 さ れ 、
　 前 記 弁 機 構 は 、 前 記 弁 座 部 材 に お け る 内 壁 に 当 接 す る 当 接 位 置 と 内 壁 か ら 離 隔 す る 離 隔
位 置 と の 間 で 移 動 可 能 な 副 弁 体 と 、 前 記 弁 部 材 に お け る 支 持 軸 と 連 結 さ れ る 連 結 部 と を 有
す る 副 弁 部 材 を さ ら に 備 え 、
　 前 記 流 動 体 貯 留 部 内 部 の 圧 力 が 外 部 の 圧 力 よ り も 上 昇 し た 場 合 に は 、 前 記 弁 体 お よ び 前
記 副 弁 体 が と も に 上 昇 す る こ と に よ り 、 前 記 弁 体 が 開 放 位 置 に 移 動 す る と と も に 前 記 副 弁
体 が 離 隔 位 置 に 移 動 し 、
　 前 記 流 動 体 貯 留 部 内 部 の 圧 力 が 外 部 の 圧 力 よ り も 低 下 し た 場 合 に は 、 前 記 弁 体 お よ び 前
記 副 弁 体 が と も に 下 降 し 、 前 記 副 弁 体 が 当 接 位 置 に 移 動 し た 後 、 前 記 弁 体 が 閉 止 位 置 に 移
動 す る こ と を 特 徴 と す る 流 動 体 貯 留 容 器 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 流 動 体 貯 留 容 器 に お い て 、
　 前 記 弁 部 材 に お け る 支 持 軸 の 上 端 部 に 上 方 上 端 係 止 部 が 形 成 さ れ る と と も に 、 そ の 下 端
に 上 方 下 端 係 止 部 が 形 成 さ れ 、
　 前 記 副 弁 部 材 に お け る 連 結 部 に 前 記 上 方 上 端 係 止 部 と 係 合 す る 上 方 上 端 係 合 部 が 形 成 さ
れ る と と も に 、 前 記 上 方 下 端 係 止 部 と 係 合 す る 上 方 下 端 係 合 部 が 形 成 さ れ 、
　 前 記 弁 部 材 お よ び 前 記 副 弁 部 材 は 、 前 記 上 方 上 端 係 止 部 と 前 記 上 方 上 端 係 合 部 と が 係 合
す る 上 方 上 端 係 合 位 置 と 、 前 記 上 方 下 端 係 止 部 と 前 記 上 方 下 端 係 合 部 と が 係 合 す る 上 方 下
端 係 合 位 置 と の 間 を 互 い に 摺 動 可 能 に 連 結 さ れ る 流 動 体 貯 留 容 器 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 流 動 体 貯 留 容 器 に お い て 、
　 前 記 副 弁 体 が 前 記 弁 座 部 材 に お け る 内 壁 と 当 接 し な が ら 移 動 す る 当 接 移 動 距 離 は 、 前 記
弁 部 材 と 前 記 副 弁 部 材 と の 間 の 摺 動 距 離 よ り も 短 い 流 動 体 貯 留 容 器 。
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【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 弾 性 復 元 力 を 有 す る 材 料 か ら 構 成 さ れ 、 そ の 内 部 に 流 動 体 を 貯 留 す る た め
の 流 動 体 貯 留 部 と 、 前 記 流 動 体 貯 留 部 の 一 旦 に 形 成 さ れ た 流 動 体 吐 出 用 の 開 口 部 と を 有 す
る 容 器 本 体 と 、 前 記 開 口 部 に 装 着 可 能 な 弁 機 構 と を 備 え た 流 動 体 貯 留 容 器 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 こ の よ う な 流 動 体 貯 留 容 器 と し て 、 特 許 文 献 １ に 記 載 の も の が 公 知 と な っ て い る 。 こ の
特 許 文 献 １ に 記 載 の 流 動 体 貯 留 容 器 に 適 用 さ れ る 弁 機 構 ３ は 、 そ の 中 央 に 弁 座 を 構 成 す る
開 口 部 ３ １ が 形 成 さ れ た 略 筒 状 の 形 状 を 有 す る 支 持 部 ３ ２ と 、 支 持 部 ３ ２ に お け る 開 口 部
３ １ が 形 成 さ れ た 領 域 に 対 し て 容 器 本 体 １ 側 に 立 設 さ れ た 第 １ 接 続 部 ３ ４ と 、 第 １ 接 続 部
３ ４ に 連 結 す る 断 面 略 Ｔ 字 状 の 第 ２ 接 続 部 ３ ５ と 、 支 持 部 ３ ２ と 第 ２ 接 続 部 ３ ５ と を 弾 性
力 を も っ て 連 結 す る こ と に よ り 、 弁 部 ３ ３ を 弁 座 を 構 成 す る 開 口 部 ３ １ に 向 け て 付 勢 す る
連 結 部 ３ ６ と を 備 え る 。 こ の た め 、 特 許 文 献 １ に 記 載 の 流 動 体 貯 留 容 器 に よ れ ば 、 簡 易 な
構 成 で あ り な が ら 空 気 の 逆 流 を 確 実 に 防 止 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ０ ５ ９ ０ ４ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 こ の 特 許 文 献 １ に 記 載 の 流 動 体 容 器 に 適 用 さ れ る 弁 機 構 は 、 弁 部 ３ ３ の
移 動 を 案 内 す る 構 成 を 有 し て い な い こ と か ら 、 弁 部 ３ ３ に 不 適 切 な 傾 き が 生 じ る 場 合 が あ
る 。 こ の 弁 部 ３ ３ に 不 適 切 な 傾 き が 生 じ る こ と を 防 止 す る た め に は 、 支 持 部 ３ ２ と 弁 部 ３
３ と が 均 等 に 配 置 さ れ た 多 数 の 連 結 部 ３ ６ に よ り 連 結 さ れ る こ と が 必 要 と な る 。 こ の 場 合
に は 、 弁 機 構 の 製 造 コ ス ト が 上 昇 す る と い う 問 題 が 生 じ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の 発 明 は 、 以 上 の よ う な 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 簡 易 な 構 成 で あ
り な が ら 、 弁 体 に 不 適 切 な 傾 き が 生 じ る こ と を 防 止 す る こ と が で き る 弁 機 構 を 備 え た 流 動
体 貯 留 容 器 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 弾 性 復 元 力 を 有 す る 材 料 か ら 構 成 さ れ 、 そ の 内 部 に 流 動 体 を
貯 留 す る た め の 流 動 体 貯 留 部 と 、 前 記 流 動 体 貯 留 部 の 一 旦 に 形 成 さ れ た 流 動 体 吐 出 用 の 開
口 部 と を 有 す る 容 器 本 体 と 、 前 記 開 口 部 に 装 着 可 能 な 弁 機 構 と を 備 え 、 前 記 流 動 体 貯 留 部
内 部 の 圧 力 が 外 部 の 圧 力 よ り も 上 昇 し た 場 合 に は 、 前 記 弁 機 構 が 前 記 開 口 部 を 開 放 し 、 前
記 流 動 体 貯 留 部 内 部 の 圧 力 が 外 部 の 圧 力 よ り も 低 下 し た 場 合 に は 、 前 記 弁 機 構 が 前 記 開 口
部 を 閉 止 す る 流 動 体 貯 留 容 器 に お い て 、 前 記 弁 機 構 は 、 そ の 底 部 に 形 成 さ れ る 開 口 部 と 、
案 内 部 と を 有 す る 弁 座 部 材 と 、 前 記 開 口 部 と 対 応 す る 形 状 を 有 し 、 前 記 弁 座 部 材 に お け る
開 口 部 を 閉 止 す る 閉 止 位 置 と 前 記 開 口 部 を 開 放 す る 開 放 位 置 と の 間 で 移 動 可 能 な 弁 体 と 、
前 記 弁 体 か ら 立 設 さ れ 、 前 記 弁 座 部 材 の 案 内 部 に 摺 動 可 能 に 連 結 さ れ る 案 内 軸 と を 有 す る
弁 部 材 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 流 動 体 貯 留 容 器 に お い て 、 前 記 弁 座 部 材 に
お け る 案 内 部 の 上 端 部 に 下 方 上 端 係 止 部 が 形 成 さ れ る と と も に 、 そ の 下 端 部 に 下 方 下 端 係
止 部 が 形 成 さ れ 、 前 記 弁 部 材 に お け る 案 内 軸 に 前 記 下 方 上 端 係 止 部 と 係 合 す る 下 方 上 端 係
合 部 が 形 成 さ れ る と と も に 、 前 記 下 方 下 端 係 止 部 と 係 合 す る 下 方 下 端 係 合 部 が 形 成 さ れ 、
前 記 弁 座 部 材 お よ び 前 記 弁 部 材 は 、 前 記 下 方 上 端 係 止 部 と 前 記 下 方 上 端 係 合 部 と が 係 合 す
る 下 方 上 端 係 合 位 置 と 、 前 記 下 方 下 端 係 止 部 と 前 記 下 方 下 端 係 合 部 と が 係 合 す る 下 方 下 端
係 合 位 置 と の 間 を 互 い に 摺 動 可 能 に 連 結 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
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　 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 流 動 体 貯 留 容 器 に お い て 、
前 記 弁 機 構 に お け る 弁 部 材 は 、 前 記 弁 体 か ら 前 記 案 内 軸 と 逆 方 向 に 立 設 さ れ る 支 持 軸 を さ
ら に 有 し 、 前 記 弁 機 構 に お け る 弁 座 部 材 の 上 部 に は 、 略 筒 形 状 の 内 壁 が 形 成 さ れ 、 前 記 弁
機 構 は 、 前 記 弁 座 部 材 に お け る 内 壁 に 当 接 す る 当 接 位 置 と 内 壁 か ら 離 隔 す る 離 隔 位 置 と の
間 で 移 動 可 能 な 副 弁 体 と 、 前 記 弁 部 材 に お け る 支 持 軸 と 連 結 さ れ る 連 結 部 と を 有 す る 副 弁
部 材 を さ ら に 備 え 、 前 記 流 動 体 貯 留 部 内 部 の 圧 力 が 外 部 の 圧 力 よ り も 上 昇 し た 場 合 に は 、
前 記 弁 体 お よ び 前 記 副 弁 体 が と も に 上 昇 す る こ と に よ り 、 前 記 弁 体 が 開 放 位 置 に 移 動 す る
と と も に 前 記 副 弁 体 が 離 隔 位 置 に 移 動 し 、 前 記 流 動 体 貯 留 部 内 部 の 圧 力 が 外 部 の 圧 力 よ り
も 低 下 し た 場 合 に は 、 前 記 弁 体 お よ び 前 記 副 弁 体 が と も に 下 降 し 、 前 記 副 弁 体 が 当 接 位 置
に 移 動 し た 後 、 前 記 弁 体 が 閉 止 位 置 に 移 動 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 流 動 体 貯 留 容 器 に お い て 、 前 記 弁 部 材 に お
け る 支 持 軸 の 上 端 部 に 上 方 上 端 係 止 部 が 形 成 さ れ る と と も に 、 そ の 下 端 に 上 方 下 端 係 止 部
が 形 成 さ れ 、 前 記 副 弁 部 材 に お け る 連 結 部 に 前 記 上 方 上 端 係 止 部 と 係 合 す る 上 方 上 端 係 合
部 が 形 成 さ れ る と と も に 、 前 記 上 方 下 端 係 止 部 と 係 合 す る 上 方 下 端 係 合 部 が 形 成 さ れ 、 前
記 弁 部 材 お よ び 前 記 副 弁 部 材 は 、 前 記 上 方 上 端 係 止 部 と 前 記 上 方 上 端 係 合 部 と が 係 合 す る
上 方 上 端 係 合 位 置 と 、 前 記 上 方 下 端 係 止 部 と 前 記 上 方 下 端 係 合 部 と が 係 合 す る 上 方 下 端 係
合 位 置 と の 間 を 互 い に 摺 動 可 能 に 連 結 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 流 動 体 貯 留 容 器 に お い て 、 前 記 副 弁 体 が 前
記 弁 座 部 材 に お け る 内 壁 と 当 接 し な が ら 移 動 す る 当 接 移 動 距 離 は 、 前 記 弁 部 材 と 前 記 副 弁
部 材 と の 間 の 摺 動 距 離 よ り も 短 い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 弁 機 構 が 、 弁 体 か ら 立 設 さ れ 、 前 記 弁 座 部 材 の 案 内 部
に 摺 動 可 能 に 連 結 さ れ る 案 内 軸 を 有 す る 弁 部 材 を 備 え る こ と か ら 、 簡 易 な 構 成 で あ り な が
ら 、 弁 体 に 不 適 切 な 傾 き が 生 じ る こ と を 防 止 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 弁 座 部 材 お よ び 弁 部 材 は 、 下 方 上 端 係 止 部 と 下 方 上 端
係 合 部 と が 係 合 す る 下 方 上 端 係 合 位 置 と 、 下 方 下 端 係 止 部 と 下 方 下 端 係 合 部 と が 係 合 す る
下 方 下 端 係 合 位 置 と の 間 を 互 い に 摺 動 可 能 に 連 結 さ れ る こ と か ら 、 弁 座 部 材 お よ び 弁 部 材
の 摺 動 を 規 制 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 流 動 体 貯 留 部 内 部 の 圧 力 が 外 部 の 圧 力 よ り も 上 昇 し た
場 合 に は 、 弁 体 お よ び 副 弁 体 が と も に 上 昇 す る こ と に よ り 、 弁 体 が 開 放 位 置 に 移 動 す る と
と も に 副 弁 体 が 離 隔 位 置 に 移 動 し 、 流 動 体 貯 留 部 内 部 の 圧 力 が 外 部 の 圧 力 よ り も 低 下 し た
場 合 に は 、 弁 体 お よ び 副 弁 体 が と も に 下 降 し 、 副 弁 体 が 当 接 位 置 に 移 動 し た 後 、 弁 体 が 閉
止 位 置 に 移 動 す る こ と か ら 、 開 口 部 周 辺 に 残 留 す る 流 動 体 の 量 を 可 能 な 限 り 少 量 と す る こ
と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 弁 部 材 お よ び 副 弁 部 材 は 、 上 方 上 端 係 止 部 と 上 方 上 端
係 合 部 と が 係 合 す る 上 方 上 端 係 合 位 置 と 、 上 方 下 端 係 止 部 と 上 方 下 端 係 合 部 と が 係 合 す る
上 方 下 端 係 合 位 置 と の 間 を 互 い に 摺 動 可 能 に 連 結 さ れ る こ と か ら 、 開 口 部 周 辺 に 残 留 す る
流 動 体 の 量 を さ ら に 可 能 な 限 り 少 量 と す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 副 弁 体 が 弁 座 部 材 に お け る 内 壁 と 当 接 し な が ら 移 動 す
る 当 接 移 動 距 離 は 、 弁 部 材 と 副 弁 部 材 と の 間 の 摺 動 距 離 よ り も 短 い こ と か ら 、 副 弁 体 が 当
接 位 置 に 移 動 し た 後 、 弁 体 が 閉 止 位 置 に 移 動 す る こ と を 確 実 に す る こ と が 可 能 と な る 。 こ
の た め 、 開 口 部 周 辺 に 残 留 す る 流 動 体 の 量 を 可 能 な 限 り 少 量 と す る こ と が 可 能 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】

10

20

30

40

50

(4) JP 2006-44660 A 2006.2.16



【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 下 、 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。 図 １ は こ の 発 明 の 第 １ 実 施 形
態 に 係 る 流 動 体 貯 留 容 器 を 分 解 し て 示 す 部 分 縦 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の 流 動 体 貯 留 容 器 は 、 美 容 の 分 野 で 使 用 さ れ る ヘ ア ー ジ ェ ル や ク レ ン ジ ン グ ジ ェ ル 等
の 、 一 般 に ジ ェ ル と 呼 称 さ れ る ゲ ル （ ｇ ｅ ｌ ） 、 あ る い は 、 栄 養 ク リ ー ム や マ ッ サ ー ジ ク
リ ー ム 等 の ク リ ー ム 状 物 の 容 器 と し て 使 用 さ れ る も の で あ る 。 な お 、 こ の 流 動 体 貯 留 容 器
を 、 一 般 の 薬 品 や 溶 剤 あ る い は 食 品 等 の 容 器 と し て 使 用 し て も よ い 。 こ の 明 細 書 に お い て
は 、 通 常 の 液 体 と 高 粘 度 の 液 体 や 半 流 動 体 あ る い は ゾ ル が ジ ェ リ ー 状 に 固 化 し た ゲ ル や ク
リ ー ム 状 物 等 を 含 め て 流 動 体 と 呼 称 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の 流 動 体 貯 留 容 器 は 、 容 器 本 体 １ と 、 弁 機 構 ３ と か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 容 器 本 体 １ は 、 そ の 内 部 に 流 動 体 を 貯 留 す る た め の 流 動 体 貯 留 部 １ １ と 、 前 記 流 動 体 貯
留 部 の 一 旦 に 形 成 さ れ た 流 動 体 吐 出 用 の 開 口 部 １ ２ と 、 開 口 部 １ ２ の 内 周 面 に 形 成 さ れ た
凹 部 １ ３ （ 図 ２ 参 照 ） と 、 開 口 部 １ ２ の 外 側 に 形 成 さ れ た 雄 ネ ジ 部 １ ４ と を 備 え る 。 こ の
容 器 本 体 １ は 、 合 成 樹 脂 単 体 ま た は 合 成 樹 脂 と ア ル ミ と を 積 層 し て 構 成 さ れ 、 そ こ に 付 与
さ れ た 押 圧 力 が 解 除 さ れ た 際 に 元 の 形 状 に 復 帰 し よ う と す る 弾 性 復 元 力 を 有 す る 。 ま た 、
容 器 本 体 １ に お け る 雄 ネ ジ 部 １ ４ が 、 図 示 し な い 内 部 に 雌 ネ ジ 部 が 形 成 さ れ た 蓋 部 材 と 螺
合 す る こ と に よ り 、 容 器 本 体 １ の 開 口 部 １ ２ が 閉 止 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の 流 動 体 貯 留 容 器 に お い て は 、 流 動 体 貯 留 部 １ １ を 押 圧 す る こ と に よ り 、 流 動 体 貯 留
部 １ １ 内 部 の 圧 力 が 外 部 の 圧 力 よ り も 上 昇 し た 場 合 に は 、 後 程 詳 細 に 説 明 す る 弁 機 構 ３ が
開 口 部 １ ２ を 開 放 し 、 流 動 体 貯 留 部 １ １ へ の 押 圧 を 解 除 す る こ と に よ り 、 流 動 体 貯 留 部 １
１ 内 部 の 圧 力 が 外 部 の 圧 力 よ り も 低 下 し た 場 合 に は 、 弁 機 構 ３ が 開 口 部 １ ２ を 閉 止 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ２ 乃 至 図 ６ は 、 こ の 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 流 動 体 貯 留 容 器 に お け る 弁 機 構 ３ を 示
す 縦 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 な お 、 こ れ ら の 図 の う ち 、 図 ２ は 、 流 動 体 貯 留 部 １ １ を 押 圧 す る こ と な く 放 置 し た 状 態
を 示 し て い る 。 図 ３ は 、 流 動 体 貯 留 部 １ １ を 押 圧 す る こ と に よ り 、 弁 機 構 ３ が 開 口 部 １ ２
を 開 放 し て い る 状 態 を 示 し て い る 。 ま た 、 図 ４ は 、 流 動 体 貯 留 部 １ １ へ の 押 圧 を 解 除 す る
こ と に よ り 、 開 口 部 １ ２ 周 辺 に 残 留 す る 流 動 体 を 流 動 体 貯 留 部 １ １ 内 に 引 き 込 ん で い る 状
態 を 示 し て い る 。 図 ５ は 、 弁 機 構 ３ 内 に 残 留 す る 流 動 体 を 流 動 体 貯 留 部 １ １ 内 に 引 き 込 ん
で い る 状 態 を 示 し て い る 。 図 ６ は 、 弁 機 構 ３ が 開 口 部 １ ２ を 完 全 に 閉 止 し た 状 態 を 示 し て
い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ れ ら の 図 ２ 乃 至 図 ６ に 示 す よ う に 、 弁 機 構 ３ は 、 弁 座 部 材 ３ １ と 、 弁 体 ３ ２ １ と 案 内
軸 ３ ２ ２ と 支 持 軸 ３ ２ ３ と を 有 す る 弁 部 材 ３ ２ と 、 副 弁 体 ３ ３ １ と 連 結 部 ３ ３ ２ と を 有 す
る 副 弁 部 材 ３ ３ と を 備 え る 。 な お 、 弁 座 部 材 ３ １ の 外 周 部 に は 開 口 部 １ ２ の 内 周 面 に 形 成
さ れ た 凹 部 １ ３ と 嵌 合 す る 凸 部 ３ １ ０ が 形 成 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 弁 機 構 ３ は 、 容 器 本 体
１ に お け る 開 口 部 １ ２ に 装 着 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ７ は 、 弁 機 構 ３ に お け る 弁 座 部 材 ３ １ を 示 す 説 明 図 で あ る 。 こ の う ち 、 図 ７ （ ａ ） は
弁 座 部 材 ３ １ の 平 面 図 、 図 ７ （ ｂ ） は 弁 座 部 材 ３ １ の 側 面 図 、 図 ７ （ ｃ ） は 弁 座 部 材 ３ １
の 側 断 面 図 、 図 ７ （ ｄ ） は 弁 座 部 材 ３ １ の 裏 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 弁 座 部 材 ３ １ は 、 そ の 底 部 に 形 成 さ れ る 開 口 部 ３ １ １ と 、 案 内 部 と し て の ４ 個 の リ ブ ３
１ ２ と 、 上 部 に 形 成 さ れ る 略 筒 形 状 の 内 壁 ３ １ ３ と を 備 え る 。 ４ 個 の リ ブ ３ １ ２ は 、 開 口
部 ３ １ １ 内 に 均 等 な 間 隔 で 配 置 さ れ る 。 な お 、 各 リ ブ ３ １ ２ の 上 端 部 に 下 方 上 端 係 止 部 ３
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１ ２ ａ が 形 成 さ れ る と と も に 、 そ の 下 端 部 に 下 方 下 端 係 止 部 ３ １ ２ ｂ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ８ は 、 弁 機 構 ３ に お け る 弁 部 材 ３ ２ を 示 す 説 明 図 で あ る 。 こ の う ち 、 図 ８ （ ａ ） は 弁
部 材 ３ ２ の 平 面 図 、 図 ８ （ ｂ ） は 弁 部 材 ３ ２ の 側 面 図 、 図 ８ （ ｃ ） は 弁 部 材 ３ ２ の 側 断 面
図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 弁 部 材 ３ ２ は 、 弁 体 ３ ２ １ と 、 案 内 軸 ３ ２ ２ と 、 支 持 軸 ３ ２ ３ と を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 弁 体 ３ ２ １ は 、 開 口 部 ３ １ １ と 対 応 す る 形 状 を 有 す る 。 そ し て 、 弁 体 ３ ２ １ は 、 開 口 部
３ １ １ を 閉 止 す る 位 置 と 開 口 部 ３ １ １ を 開 放 す る 位 置 と の 間 で 移 動 可 能 に 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 案 内 軸 ３ ２ ２ は 、 弁 体 ３ ２ １ か ら 立 設 さ れ る 。 そ し て 、 こ の 案 内 軸 ３ ２ ２ は 、 弁 座 部 材
３ １ の リ ブ ３ １ ２ の 間 を 摺 動 可 能 と な る よ う に 、 リ ブ ３ １ ２ に 連 結 さ れ る 。 こ の た め 、 弁
体 ３ ２ １ の 移 動 に よ る 不 適 切 な 傾 き が 生 じ る こ と を 防 止 す る こ と が 可 能 と な る 。 な お 、 こ
の 案 内 軸 ３ ２ ２ に 下 方 上 端 係 止 部 ３ １ ２ ａ と 係 合 す る 下 方 上 端 係 合 部 ３ ２ ２ ａ が 形 成 さ れ
る と と も に 、 下 方 下 端 係 止 部 ３ １ ２ ｂ と 係 合 す る 下 方 下 端 係 合 部 ３ ２ ２ ｂ が 形 成 さ れ る 。
こ の た め 、 弁 座 部 材 ３ １ お よ び 弁 部 材 ３ ２ は 、 下 方 上 端 係 止 部 ３ １ ２ ａ と 下 方 上 端 係 合 部
３ ２ ２ ａ と が 係 合 す る 下 方 上 端 係 合 位 置 と 、 下 方 下 端 係 止 部 ３ １ ２ ｂ と 下 方 下 端 係 合 部 ３
２ ２ ｂ と が 係 合 す る 下 方 下 端 係 合 位 置 と の 間 を 互 い に 摺 動 可 能 に 連 結 さ れ る 。 こ れ に よ り
、 弁 座 部 材 ３ １ お よ び 弁 部 材 ３ ２ の 摺 動 を 規 制 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 支 持 軸 ３ ２ ３ は 、 弁 体 ３ ２ １ か ら 案 内 軸 ３ ２ ２ と 逆 方 向 に 立 設 さ れ る 。 な お 、 支 持 軸 ３
２ ３ の 上 端 部 に 上 方 上 端 係 止 部 ３ ２ ３ ａ が 形 成 さ れ る と と も に 、 そ の 下 端 に 上 方 下 端 係 止
部 ３ ２ ３ ｂ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ９ は 、 弁 機 構 ３ に お け る 副 弁 部 材 ３ ３ を 示 す 説 明 図 で あ る 。 こ の う ち 、 図 ９ （ ａ ） は
副 弁 部 材 ３ ３ の 平 面 図 、 図 ９ （ ｂ ） は 副 弁 部 材 ３ ３ の 側 面 図 、 図 ９ （ ｃ ） は 副 弁 部 材 ３ ３
の 側 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 副 弁 部 材 ３ ３ は 、 副 弁 体 ３ ３ １ と 連 結 部 ３ ３ ２ と を 備 え る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 副 弁 体 ３ ３ １ は 、 弁 座 部 材 ３ １ に お け る 内 壁 ３ １ ３ に 当 接 す る 当 接 位 置 と 内 壁 か ら 離 隔
す る 離 隔 位 置 と の 間 で 移 動 可 能 に 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 連 結 部 ３ ３ ２ は 、 弁 部 材 ３ ２ に お け る 支 持 軸 ３ ２ ３ と 連 結 さ れ る 。 な お 、 こ の 連 結 部 ３
３ ２ に 上 方 上 端 係 止 部 ３ ２ ３ ａ と 係 合 す る 上 方 上 端 係 合 部 ３ ３ ２ ａ が 形 成 さ れ る と と も に
、 上 方 下 端 係 止 部 ３ ２ ３ ｂ と 係 合 す る 上 方 下 端 係 合 部 ３ ３ ２ ｂ が 形 成 さ れ る 。 こ の た め 、
弁 部 材 ３ ２ お よ び 副 弁 部 材 ３ ３ は 、 上 方 上 端 係 止 部 ３ ２ ３ ａ と 上 方 上 端 係 合 部 ３ ３ ２ ａ と
が 係 合 す る 上 方 上 端 係 合 位 置 と 、 上 方 下 端 係 止 部 ３ ２ ３ ｂ と 上 方 下 端 係 合 部 ３ ３ ２ ｂ と が
係 合 す る 上 方 下 端 係 合 位 置 と の 間 を 互 い に 摺 動 可 能 に 連 結 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 弁 部 材 ３
２ お よ び 副 弁 部 材 ３ ３ の 摺 動 を 規 制 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の よ う な 弁 機 構 ３ は 、 流 動 体 貯 留 部 １ １ を 押 圧 す る こ と に よ り 、 流 動 体 貯 留 部 １ １ 内
部 の 圧 力 が 外 部 の 圧 力 よ り も 上 昇 し た 場 合 に は 、 弁 体 ３ ２ １ お よ び 副 弁 体 ３ ３ １ が と も に
上 昇 す る こ と に よ り 、 弁 体 ３ ２ １ が 開 放 位 置 に 移 動 す る と と も に 副 弁 体 ３ ３ １ が 離 隔 位 置
に 移 動 し 、 流 動 体 貯 留 部 １ １ へ の 押 圧 を 解 除 す る こ と に よ り 、 流 動 体 貯 留 部 １ １ 内 部 の 圧
力 が 外 部 の 圧 力 よ り も 低 下 し た 場 合 に は 、 弁 体 ３ ２ １ お よ び 副 弁 体 ３ ３ １ が と も に 下 降 し
、 副 弁 体 ３ ３ １ が 当 接 位 置 に 移 動 し た 後 、 弁 体 ３ ２ １ が 閉 止 位 置 に 移 動 す る よ う に 構 成 さ
れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
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　 こ の 弁 機 構 ３ を 適 用 し た 流 動 体 貯 留 容 器 の 流 動 体 の 流 出 動 作 に つ い て 、 再 度 図 ２ 乃 至 図
６ を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 流 動 体 貯 留 部 １ １ を 押 圧 す る こ と な く 放 置 し た 場 合 に お い て 、 弁 部
材 ３ ２ に お け る 弁 体 ３ ２ １ が 開 口 部 ３ １ １ を 閉 止 す る 閉 止 位 置 に 配 置 さ れ 、 副 弁 部 材 ３ ３
に お け る 副 弁 体 ３ ３ １ が 内 壁 ３ １ ３ に 当 接 す る 当 接 位 置 に 配 置 さ れ て い る 。 な お 、 弁 座 部
材 ３ １ お よ び 弁 部 材 ３ ２ は 下 方 上 端 係 合 位 置 に 配 置 さ れ 、 弁 部 材 ３ ２ お よ び 副 弁 部 材 ３ ３
は 上 方 下 端 係 合 位 置 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 そ し て 、 流 動 体 貯 留 部 １ １ を 押 圧 し て 流 動 体 貯 留 部 １ １ 内 部 の 圧 力 が 外 部 の 圧 力 よ り も
上 昇 し た 場 合 に は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 流 動 体 貯 留 部 １ １ 内 部 か ら の 圧 力 を 受 け て 弁 部 材
３ ２ が 上 昇 す る 。 こ の 弁 部 材 ３ ２ の 上 昇 に よ り 、 弁 部 材 ３ ２ お よ び 副 弁 部 材 ３ ３ が 、 上 方
下 端 係 止 部 ３ ２ ３ ｂ と 上 方 下 端 係 合 部 ３ ３ ２ ｂ と が 係 合 す る 上 方 下 端 係 合 位 置 に 配 置 さ れ
る 。 そ し て 、 上 方 下 端 係 合 部 ３ ３ ２ ｂ が 上 方 下 端 係 止 部 ３ ２ ３ ｂ か ら 上 方 へ の 押 圧 力 を 受
け て 、 副 弁 部 材 ３ ３ が 上 昇 す る 。 こ の 弁 部 材 ３ ２ お よ び 副 弁 部 材 ３ ３ の 上 昇 に 伴 い 、 弁 体
３ ２ １ が 開 放 位 置 に 移 動 す る と と も に 、 副 弁 体 ３ ３ １ が 離 隔 位 置 に 移 動 し 、 流 動 体 貯 留 部
１ １ 内 に 貯 留 さ れ る 流 動 体 は 開 口 部 １ ２ か ら 流 出 す る 。 な お 、 弁 座 部 材 ３ １ お よ び 弁 部 材
３ ２ は 、 下 方 下 端 係 合 部 ３ １ ２ ｂ と 下 方 下 端 係 止 部 ３ ２ ２ ｂ と が 係 合 す る 下 方 下 端 係 合 位
置 に 配 置 さ れ る 。 こ の た め 、 弁 部 材 ３ ２ の 上 昇 が 規 制 さ れ 、 弁 座 部 材 ３ １ と 弁 部 材 ３ ２ と
の 連 結 が 外 れ る こ と は な い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ の 状 態 で 、 流 動 体 貯 留 部 １ １ へ の 押 圧 が 解 除 さ れ る と 、 流 動 体 貯 留 部 １ １ の 弾 性 復 元
力 に よ り 、 流 動 体 貯 留 部 １ １ 内 部 の 圧 力 が 外 部 の 圧 力 よ り も 低 下 す る 。 こ の よ う に 流 動 体
貯 留 部 １ １ 内 部 の 圧 力 が 外 部 の 圧 力 よ り も 低 下 し た 場 合 に は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 流 動 体
貯 留 部 １ １ 内 部 か ら の 吸 引 力 を 受 け て 弁 部 材 ３ ２ が 下 降 す る 。 こ の 弁 部 材 ３ ２ の 下 降 に よ
り 、 弁 部 材 ３ ２ お よ び 副 弁 部 材 ３ ３ が 、 上 方 上 端 係 止 部 ３ ２ ３ ａ と 上 方 上 端 係 合 部 ３ ３ ２
ａ と が 係 合 す る 上 方 上 端 係 合 位 置 に 配 置 さ れ る 。 そ し て 、 上 方 上 端 係 合 部 ３ ３ ２ ａ が 上 方
上 端 係 止 部 ３ ２ ３ ａ か ら 下 方 へ の 押 圧 力 を 受 け て 、 副 弁 部 材 ３ ３ が 下 降 す る 。 こ の と き 、
流 動 体 貯 留 部 １ １ 内 部 か ら の 吸 引 力 に よ り 、 開 口 部 １ ２ 付 近 に 残 留 す る 流 動 体 が 副 弁 体 ３
３ を 通 過 し て 流 動 体 貯 留 部 １ １ 内 部 へ 引 き 込 ま れ る 。 こ の た め 、 一 旦 開 口 部 １ ２ か ら 流 出
し た 流 動 体 が 開 口 部 １ ２ 付 近 に 残 留 す る こ と を 防 止 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 開 口
部 １ ２ に 残 留 す る 流 動 体 が 外 気 と 触 れ る こ と に よ り 、 流 動 体 の 性 質 が 変 化 す る と い う 問 題
が 生 じ る こ と を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ の よ う な 状 態 で 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 副 弁 体 ３ ３ １ が 当 接 位 置 に 配 置 さ れ る 。 こ の と
き 、 流 動 体 貯 留 部 １ １ 内 部 の 吸 引 力 に よ り 、 副 弁 体 ３ ３ １ と 弁 体 ３ ２ １ と の 間 に 引 き 込 ま
れ た 流 動 体 が さ ら に 弁 体 ３ ２ １ を 通 過 し て 流 動 体 貯 留 部 １ １ 内 部 に 引 き 込 ま れ る 。 そ し て
、 副 弁 体 ３ ３ １ と 弁 体 ３ ２ １ と の 間 に 引 き 込 ま れ た 流 動 体 が 減 少 す る と 、 弁 部 材 ３ ２ お よ
び 副 弁 部 材 ３ ３ が 再 び 、 上 方 下 端 係 止 部 ３ ２ ３ ｂ と 上 方 下 端 係 合 部 ３ ３ ２ ｂ と が 係 合 す る
上 方 下 端 係 合 位 置 に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 そ し て 、 流 動 体 貯 留 部 １ １ 内 部 の 圧 力 が 外 部 の 圧 力 と 同 等 に な る と 、 図 ６ に 示 す よ う に
、 弁 体 ３ ２ １ が 閉 止 位 置 に 配 置 さ れ る 。 な お 、 弁 座 部 材 ３ １ お よ び 弁 部 材 ３ ２ は 、 下 方 上
端 係 合 部 ３ １ ２ ａ と 下 方 上 端 係 止 部 ３ ２ ２ ａ と が 係 合 す る 下 方 上 端 位 置 に 配 置 さ れ る 。 こ
の た め 、 弁 部 材 ３ ２ の 下 降 が 規 制 さ れ る 。 ま た 、 副 弁 体 ３ ３ １ が 弁 座 部 材 ３ １ に お け る 内
壁 ３ １ ３ と 当 接 し な が ら 移 動 す る 当 接 移 動 距 離 が 、 弁 部 材 ３ ２ と 副 弁 部 材 ３ ３ と の 間 の 摺
動 距 離 よ り も 短 く な る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 こ の た め 、 副 弁 体 ３ ３ １ が 当 接 位 置 に 移 動
し た 後 、 弁 体 ３ ２ １ が 閉 止 位 置 に 移 動 す る こ と を 確 実 に す る こ と が 可 能 と な る 。 こ れ に よ
り 、 開 口 部 １ ２ 周 辺 に 残 留 す る 流 動 体 の 量 を 可 能 な 限 り 少 量 と す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
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　 次 に 、 こ の 発 明 の 他 の 実 施 形 態 に つ い て 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。 な お 、 上 述 し た 第 １
実 施 形 態 と 同 一 の 部 材 に つ い て は 同 一 符 号 を 付 し て 詳 細 な 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 １ ０ は 、 こ の 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 流 動 体 貯 留 容 器 を 分 解 し て 示 す 部 分 縦 断 面 図
で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 こ の 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 流 動 体 貯 留 容 器 は 、 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 流 動 体 容 器 に お
け る 弁 機 構 ３ に 代 え て 弁 機 構 ４ を 利 用 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 １ １ 乃 至 図 １ ４ は 、 こ の 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 流 動 体 貯 留 容 器 に お け る 弁 機 構 ４
を 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 な お 、 こ れ ら の 図 の う ち 、 図 １ １ は 、 流 動 体 貯 留 部 １ １ を 押 圧 す る こ と な く 放 置 し た 状
態 を 示 し て い る 。 図 １ ２ は 、 流 動 体 貯 留 部 １ １ を 押 圧 す る こ と に よ り 、 弁 機 構 ４ が 開 口 部
１ ２ を 開 放 し て い る 状 態 を 示 し て い る 。 ま た 、 図 １ ３ は 、 流 動 体 貯 留 部 １ １ へ の 押 圧 を 解
除 す る こ と に よ り 、 開 口 部 １ ２ 周 辺 に 残 留 す る 流 動 体 を 流 動 体 貯 留 部 １ １ 内 に 引 き 込 ん で
い る 状 態 を 示 し て い る 。 図 １ ４ は 、 弁 機 構 ４ が 開 口 部 １ ２ を 完 全 に 閉 止 し た 状 態 を 示 し て
い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 こ れ ら の 図 １ １ 乃 至 図 １ ４ に 示 す よ う に 、 弁 機 構 ４ は 、 弁 座 部 材 ４ １ と 、 弁 体 ４ ２ １ と
案 内 軸 ４ ２ ２ と を 有 す る 弁 部 材 ４ ２ と を 備 え る 。 な お 、 弁 座 部 材 ４ １ の 外 周 部 に は 開 口 部
１ ２ の 内 周 面 に 形 成 さ れ た 凹 部 １ ３ と 嵌 合 す る 凸 部 ４ １ ０ が 形 成 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 弁
機 構 ４ は 、 容 器 本 体 １ に お け る 開 口 部 １ ２ に 装 着 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 図 １ ５ は 、 弁 機 構 ４ に お け る 弁 座 部 材 ４ １ を 示 す 説 明 図 で あ る 。 こ の う ち 、 図 １ ５ （ ａ
） は 弁 座 部 材 ４ １ の 平 面 図 、 図 １ ５ （ ｂ ） は 弁 座 部 材 ４ １ の 側 面 図 、 図 １ ５ （ ｃ ） は 弁 座
部 材 ４ １ の 側 断 面 図 、 図 １ ５ （ ｄ ） は 弁 座 部 材 ４ １ の 裏 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 弁 座 部 材 ４ １ は 、 そ の 底 部 に 形 成 さ れ る 開 口 部 ４ １ １ と 、 案 内 部 と し て の ４ 個 の リ ブ ４
１ ２ と 、 リ ブ ４ １ ２ の 上 部 に 形 成 さ れ る 略 輪 状 の 凸 面 ４ １ ４ と を 備 え る 。 ４ 個 の リ ブ ４ １
２ は 、 開 口 部 ４ １ １ 内 に 均 等 な 間 隔 で 配 置 さ れ る 。 開 口 部 ４ １ １ は 四 角 形 状 に 形 成 さ れ る
。 こ の た め 、 開 口 部 ４ １ １ を 通 過 す る 流 動 体 の 流 れ 性 を 良 好 に す る こ と が 可 能 と な る 。 な
お 、 各 リ ブ ４ １ ２ の 上 端 部 に 下 方 上 端 係 止 部 ４ １ ２ ａ が 形 成 さ れ る と と も に 、 そ の 下 端 部
に 下 方 下 端 係 止 部 ４ １ ２ ｂ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 図 １ ６ は 、 弁 機 構 ４ に お け る 弁 部 材 ４ ２ を 示 す 説 明 図 で あ る 。 こ の う ち 、 図 １ ６ （ ａ ）
は 弁 部 材 ４ ２ の 平 面 図 、 図 １ ６ （ ｂ ） は 弁 部 材 ４ ２ の 側 面 図 、 図 １ ６ （ ｃ ） は 弁 部 材 ４ ２
の 側 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 弁 部 材 ４ ２ は 、 弁 体 ４ ２ １ と 、 案 内 軸 ４ ２ ２ と を 備 え る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 弁 体 ４ ２ １ は 、 開 口 部 ４ １ １ と 対 応 し 、 凸 面 ４ １ ４ と 密 接 可 能 な 形 状 を 有 す る 。 そ し て
、 弁 体 ４ ２ １ は 、 開 口 部 ４ １ １ を 閉 止 す る 位 置 と 開 口 部 ４ １ １ を 開 放 す る 位 置 と の 間 で 移
動 可 能 に 構 成 さ れ る 。 な お 、 凸 面 ４ １ ４ は 、 リ ブ ４ １ ２ の 直 上 に 形 成 さ れ る 。 こ の た め 、
開 口 部 １ ２ 付 近 に 残 留 す る 流 動 体 を で き る 限 り 少 量 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 案 内 軸 ４ ２ ２ は 、 弁 体 ４ ２ １ か ら 立 設 さ れ る 。 そ し て 、 こ の 案 内 軸 ４ ２ ２ は 、 弁 座 部 材
４ １ の リ ブ ４ １ ２ の 間 を 摺 動 可 能 と な る よ う に 、 リ ブ ４ １ ２ に 連 結 さ れ る 。 こ の た め 、 弁
体 ４ ２ １ の 移 動 に よ る 不 適 切 な 傾 き が 生 じ る こ と を 防 止 す る こ と が 可 能 と な る 。 な お 、 こ
の 案 内 軸 ４ ２ ２ に 下 方 上 端 係 止 部 ４ １ ２ ａ と 係 合 す る 下 方 上 端 係 合 部 ４ ２ ２ ａ が 形 成 さ れ
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る と と も に 、 下 方 下 端 係 止 部 ４ １ ２ ｂ と 係 合 す る 下 方 下 端 係 合 部 ４ ２ ２ ｂ が 形 成 さ れ る 。
こ の た め 、 弁 座 部 材 ４ １ お よ び 弁 部 材 ４ ２ は 、 下 方 上 端 係 止 部 ４ １ ２ ａ と 下 方 上 端 係 合 部
４ ２ ２ ａ と が 係 合 す る 下 方 上 端 係 合 位 置 と 、 下 方 下 端 係 止 部 ４ １ ２ ｂ と 下 方 下 端 係 合 部 ４
２ ２ ｂ と が 係 合 す る 下 方 下 端 係 合 位 置 と の 間 を 互 い に 摺 動 可 能 に 連 結 さ れ る 。 こ れ に よ り
、 弁 座 部 材 ４ １ お よ び 弁 部 材 ４ ２ の 摺 動 を 規 制 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 こ の よ う な 弁 機 構 ４ は 、 流 動 体 貯 留 部 １ １ を 押 圧 す る こ と に よ り 、 流 動 体 貯 留 部 １ １ 内
部 の 圧 力 が 外 部 の 圧 力 よ り も 上 昇 し た 場 合 に は 、 弁 体 ４ ２ １ が 上 昇 す る こ と に よ り 、 弁 体
４ ２ １ が 開 放 位 置 に 移 動 し 、 流 動 体 貯 留 部 １ １ へ の 押 圧 を 解 除 す る こ と に よ り 、 流 動 体 貯
留 部 １ １ 内 部 の 圧 力 が 外 部 の 圧 力 よ り も 低 下 し た 場 合 に は 、 弁 体 ４ ２ １ が 下 降 す る こ と に
よ り 、 弁 体 ４ ２ １ が 閉 止 位 置 に 移 動 す る よ う に 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 こ の 弁 機 構 ４ を 適 用 し た 流 動 体 貯 留 容 器 の 流 動 体 の 流 出 動 作 に つ い て 、 再 度 図 １ １ 乃 至
図 １ ４ を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 図 １ １ に 示 す よ う に 、 流 動 体 貯 留 部 １ １ を 押 圧 す る こ と な く 放 置 し た 場 合 に お い て 、 弁
部 材 ４ ２ に お け る 弁 体 ４ ２ １ が 開 口 部 ４ １ １ を 閉 止 す る 閉 止 位 置 に 配 置 さ れ て い る 。 な お
、 弁 座 部 材 ４ １ お よ び 弁 部 材 ４ ２ は 下 方 上 端 係 合 位 置 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 そ し て 、 流 動 体 貯 留 部 １ １ を 押 圧 し て 流 動 体 貯 留 部 １ １ 内 部 の 圧 力 が 外 部 の 圧 力 よ り も
上 昇 し た 場 合 に は 、 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 流 動 体 貯 留 部 １ １ 内 部 か ら の 圧 力 を 受 け て 弁 部
材 ４ ２ が 上 昇 す る 。 こ の 弁 部 材 ４ ２ の 上 昇 に よ り 、 弁 体 ４ ２ １ が 開 放 位 置 に 移 動 し 、 流 動
体 貯 留 部 １ １ 内 に 貯 留 さ れ る 流 動 体 は 開 口 部 １ ２ か ら 流 出 す る 。 な お 、 弁 座 部 材 ４ １ お よ
び 弁 部 材 ４ ２ は 、 下 方 下 端 係 合 部 ４ １ ２ ｂ と 下 方 下 端 係 止 部 ４ ２ ２ ｂ と が 係 合 す る 下 方 下
端 係 合 位 置 に 配 置 さ れ る 。 こ の た め 、 弁 部 材 ４ ２ の 上 昇 が 規 制 さ れ 、 弁 座 部 材 ４ １ と 弁 部
材 ４ ２ と の 連 結 が 外 れ る こ と は な い 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 こ の 状 態 で 、 流 動 体 貯 留 部 １ １ へ の 押 圧 が 解 除 さ れ る と 、 流 動 体 貯 留 部 １ １ の 弾 性 復 元
力 に よ り 、 流 動 体 貯 留 部 １ １ 内 部 の 圧 力 が 外 部 の 圧 力 よ り も 低 下 す る 。 こ の よ う に 流 動 体
貯 留 部 １ １ 内 部 の 圧 力 が 外 部 の 圧 力 よ り も 低 下 し た 場 合 に は 、 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 流 動
体 貯 留 部 １ １ 内 部 か ら の 吸 引 力 を 受 け て 弁 部 材 ４ ２ が 下 降 す る 。 こ の と き 、 流 動 体 貯 留 部
１ １ 内 部 か ら の 吸 引 力 に よ り 、 開 口 部 １ ２ 付 近 に 残 留 す る 流 動 体 が 弁 体 ４ ２ １ を 通 過 し て
流 動 体 貯 留 部 １ １ 内 部 へ 引 き 込 ま れ る 。 こ の た め 、 一 旦 開 口 部 １ ２ か ら 流 出 し た 流 動 体 が
開 口 部 １ ２ 付 近 に 残 留 す る こ と を 防 止 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 開 口 部 １ ２ に 残 留
す る 流 動 体 が 外 気 と 触 れ る こ と に よ り 、 流 動 体 の 性 質 が 変 化 す る と い う 問 題 が 生 じ る こ と
を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 そ し て 、 流 動 体 貯 留 部 １ １ 内 部 の 圧 力 が 外 部 の 圧 力 と 同 等 に な る と 、 図 １ ４ に 示 す よ う
に 、 弁 体 ４ ２ １ が 閉 止 位 置 に 配 置 さ れ る 。 な お 、 弁 座 部 材 ４ １ お よ び 弁 部 材 ４ ２ は 、 下 方
上 端 係 合 部 ４ １ ２ ａ と 下 方 上 端 係 止 部 ４ ２ ２ ａ と が 係 合 す る 下 方 上 端 位 置 に 配 置 さ れ る 。
こ の た め 、 弁 部 材 ４ ２ の 下 降 が 規 制 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 な お 、 上 述 し た こ の 発 明 に 係 る 第 １ 実 施 形 態 に お け る 弁 機 構 ３ お よ び 第 ２ 実 施 形 態 に お
け る 弁 機 構 ４ は 、 た と え ば 、 ポ リ エ チ レ ン や ポ リ プ ロ ピ レ ン 等 の 樹 脂 、 シ リ コ ン ゴ ム 等 の
合 成 ゴ ム 、 あ る い は こ れ ら の 混 合 物 等 を 使 用 し た 材 料 に よ り 構 成 さ れ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 ま た 、 上 述 し た こ の 発 明 に 係 る 第 １ 実 施 形 態 に お け る 弁 座 部 材 ３ １ お よ び 第 ２ 実 施 形 態
に お け る 弁 座 部 材 ４ １ は 、 ４ 個 の リ ブ を 備 え る が 、 ４ 個 以 外 の 複 数 個 の リ ブ を 備 え て も よ
い 。
【 ０ ０ ６ １ 】
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　 ま た 、 上 述 し た こ の 発 明 に 係 る 第 ２ 実 施 形 態 に お い て 、 開 口 部 ４ １ １ は 四 角 形 状 に 形 成
さ れ る が 、 流 動 体 が 流 通 可 能 な 開 口 形 状 で あ れ ば 、 四 角 形 状 以 外 の 形 状 に 形 成 さ れ て も よ
い 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 ま た 、 上 述 し た こ の 発 明 に 係 る 第 １ 実 施 形 態 お よ び 第 ２ 実 施 形 態 に お け る 流 動 体 貯 留 容
器 に お い て は 、 流 動 体 貯 留 部 １ １ へ の 押 圧 力 に 応 じ て 流 動 体 の 吐 出 量 を 変 化 さ せ る こ と が
可 能 な 構 成 で あ る 。 こ の よ う な 構 成 に よ り 、 た と え ば 、 流 動 体 貯 留 部 １ １ へ 小 さ な 押 圧 力
を 付 与 す る こ と に よ り 、 流 動 体 貯 留 部 １ １ 内 に 貯 留 さ れ る 流 動 体 を 一 滴 ず つ 吐 出 さ せ る こ
と や 、 流 動 体 貯 留 部 １ １ へ 大 き な 押 圧 力 を 付 与 す る こ と に よ り 、 流 動 体 貯 留 部 １ １ 内 に 貯
留 さ れ る 流 動 体 を 多 量 に 吐 出 さ せ る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 な お 、 流 動 体 を 一 滴 ず つ 吐 出 さ せ る 場 合 等 に お い て は 、 図 １ ７ に 示 す よ う に 、 流 動 体 吐
出 容 器 に お け る 流 動 体 吐 出 側 先 端 部 に ノ ズ ル ５ ０ を 備 え て も よ い 。 こ の ノ ズ ル ５ ０ を 備 え
る こ と に よ り 、 流 動 体 の 吐 出 量 を さ ら に 規 制 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ４ 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 流 動 体 貯 留 容 器 を 分 解 し て 示 す 部 分 縦 断 面 図 で あ
る 。
【 図 ２ 】 こ の 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 流 動 体 貯 留 容 器 に お け る 弁 機 構 ３ を 示 す 縦 断 面 図
で あ る 。
【 図 ３ 】 こ の 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 流 動 体 貯 留 容 器 に お け る 弁 機 構 ３ を 示 す 縦 断 面 図
で あ る 。
【 図 ４ 】 こ の 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 流 動 体 貯 留 容 器 に お け る 弁 機 構 ３ を 示 す 縦 断 面 図
で あ る 。
【 図 ５ 】 こ の 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 流 動 体 貯 留 容 器 に お け る 弁 機 構 ３ を 示 す 縦 断 面 図
で あ る 。
【 図 ６ 】 こ の 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 流 動 体 貯 留 容 器 に お け る 弁 機 構 ３ を 示 す 縦 断 面 図
で あ る 。
【 図 ７ 】 弁 機 構 ３ に お け る 弁 座 部 材 ３ １ を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 弁 機 構 ３ に お け る 弁 部 材 ３ ２ を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 弁 機 構 ３ に お け る 副 弁 部 材 ３ ３ を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 こ の 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 流 動 体 貯 留 容 器 を 分 解 し て 示 す 部 分 縦 断 面 図 で
あ る 。
【 図 １ １ 】 こ の 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 流 動 体 貯 留 容 器 に お け る 弁 機 構 ４ を 示 す 縦 断 面
図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 こ の 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 流 動 体 貯 留 容 器 に お け る 弁 機 構 ４ を 示 す 縦 断 面
図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 こ の 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 流 動 体 貯 留 容 器 に お け る 弁 機 構 ４ を 示 す 縦 断 面
図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 こ の 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 流 動 体 貯 留 容 器 に お け る 弁 機 構 ４ を 示 す 縦 断 面
図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 弁 機 構 ４ に お け る 弁 座 部 材 ４ １ を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 弁 機 構 ４ に お け る 弁 部 材 ４ ２ を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 ノ ズ ル ５ ０ を 備 え る 流 動 体 吐 出 容 器 を 分 解 し て 示 す 部 分 縦 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 １ 　 　 　 　 容 器 本 体
　 ３ 　 　 　 　 弁 機 構
　 ４ 　 　 　 　 弁 機 構
　 １ １ 　 　 　 流 動 体 貯 留 部
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　 １ ２ 　 　 　 開 口 部
　 １ ４ 　 　 　 雄 ネ ジ 部
　 ３ １ 　 　 　 弁 座 部 材
　 ３ ２ 　 　 　 弁 部 材
　 ３ ３ 　 　 　 副 弁 部 材
　 ４ １ 　 　 　 弁 座 部 材
　 ４ ２ 　 　 　 弁 部 材
　 ５ ０ 　 　 　 ノ ズ ル
　 ３ １ ０ 　 　 凸 部
　 ３ １ １ 　 　 開 口 部
　 ３ １ ２ 　 　 リ ブ
　 ３ １ ２ ａ 　 下 方 上 端 係 止 部
　 ３ １ ２ ｂ 　 下 方 下 端 係 止 部
　 ３ １ ３ 　 　 壁 面
　 ３ ２ １ 　 　 弁 体
　 ３ ２ ２ 　 　 案 内 軸
　 ３ ２ ２ ａ 　 下 方 上 端 係 合 部
　 ３ ２ ２ ｂ 　 下 方 下 端 係 合 部
　 ３ ２ ３ 　 　 支 持 軸
　 ３ ２ ３ ａ 　 上 方 上 端 係 止 部
　 ３ ２ ３ ｂ 　 上 方 下 端 係 止 部
　 ３ ３ １ 　 　 副 弁 体
　 ３ ３ ２ 　 　 連 結 部
　 ３ ３ ２ ａ 　 上 方 上 端 係 合 部
　 ３ ３ ２ ｂ 　 上 方 下 端 係 合 部
　 ４ １ ０ 　 　 凸 部
　 ４ １ １ 　 　 開 口 部
　 ４ １ ２ 　 　 リ ブ
　 ４ １ ２ ａ 　 下 方 上 端 係 止 部
　 ４ １ ２ ｂ 　 下 方 下 端 係 止 部
　 ４ １ ４ 　 　 凸 面
　 ４ ２ １ 　 　 弁 体
　 ４ ２ ２ 　 　 案 内 軸
　 ４ ２ ２ ａ 　 下 方 上 端 係 合 部
　 ４ ２ ２ ｂ 　 下 方 下 端 係 合 部
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